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○
　
は
じ
め
に

　
盛
永
俊
太
郎
・
安
田
健
編
『
享
保
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成
』
一
以
下
『
集
成
』
と
略
）
第
十
六
巻
に
「
富
山
前
田
本
草
」
と
「
陸
奥
国

産
色
絵
図
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
両
書
と
も
形
状
、
生
態
に
か
ん
す
る
注
記
を
と
も
な
っ
た
動
植
物
の
彩
色
絵
図
帳
で
あ
る
。
編
者
で

あ
る
安
田
健
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
両
書
は
江
戸
時
代
の
享
保
元
文
年
間
に
作
成
さ
れ
た
複
数
の
産
物
絵
図
註
書
帳
か
ら
転
写
さ
れ
た
も

の
を
内
容
と
す
る
。

　
「
富
山
前
田
本
草
」
は
そ
の
相
当
部
分
が
筑
前
福
岡
領
、
備
前
備
中
岡
山
領
、
肥
後
豊
後
熊
本
領
、
伊
豆
国
の
絵
図
註
書
帳
か
ら
写
さ

れ
、
「
陸
奥
国
産
色
絵
図
」
も
伊
賀
国
、
隠
岐
松
江
領
の
も
の
を
写
し
て
い
る
。
互
い
に
比
較
す
る
と
、
絵
図
は
も
と
よ
り
註
書
の
細
か

な
部
分
ま
で
忠
実
に
模
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
だ
と
す
れ
ば
、
残
る
絵
図
註
書
も
い
ず
れ
か
の
国
領
の
絵
図
註
書
帳
か
ら
引
か
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
ま
だ
存
在

が
知
ら
れ
て
い
な
い
国
々
の
絵
図
註
書
帳
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
た
と
え
一
部
と
は
い
え
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
一
　
「
竃
山
前
囲
本
草
」
と
騒
知
の
絵
團
註
醤
帳
に
つ
い
て

　
越
中
国
富
山
領
の
第
十
代
前
田
利
保
は
、
江
戸
に
お
い
て
博
物
同
好
会
の
緒
鞭
会
を
主
宰
し
、
『
本
草
通
串
』
『
本
草
通
串
証
図
』
を
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
－
一

行
す
る
な
ど
博
物
学
趣
味
の
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
。
「
富
山
前
田
本
草
」
一
富
山
県
立
図
書
館
蔵
）
が
そ
う
し
た
著
述
の
参
考
資
料

の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
巻
頭
に
あ
る
識
語
が
伝
え
て
い
る
。

類
纂
本
絵
図
註
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定

二
一



二
二

　
　
富
山
前
田
十
代
龍
沢
公
／
本
草
通
串
御
編
纂
之
際
肥
後
国
／
二
十
一
細
川
家
ヨ
リ
為
参
考
／
送
本
之
内
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
世
　
杉
本
有
貞

　
た
だ
、
杉
本
氏
の
い
う
「
送
本
之
内
」
が
、
本
書
中
の
熊
本
領
関
係
の
絵
図
註
書
の
こ
と
な
の
か
、

　
　
右
之
通
御
座
侯
以
上
／
元
文
二
年
八
月
／
細
川
越
中
守
内
　
沢
村
孫
大
夫
（
鋤
）
　
　
　
　
　
　
　
※
引
用
末
の
数
字
は
所
載
頁
数

と
い
う
熊
本
領
か
ら
江
戸
へ
提
出
し
た
と
き
の
識
語
が
あ
る
巻
四
ま
で
な
の
か
、
あ
る
い
は
本
書
全
体
を
意
味
す
る
の
か
明
ら
か
で
は
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
享
保
元
文
年
聞
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
註
書
帳
が
、
約
百
年
後
に
あ
っ
て
も
各
国
各
領
に
残
さ
れ
て
い
て
重
要
な
資

料
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
書
は
八
巻
八
冊
か
ら
な
り
、
巻
一
－
四
が
草
之
部
、
巻
五
－
六
が
木
之
部
、
巻
七
－
八
が
魚
之
部
で
あ
る
（
た
だ
し
、
分
類
は
厳
密

に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
）
。
所
収
絵
図
は
計
二
百
九
十
三
種
、
右
の
分
類
で
は
そ
れ
ぞ
れ
百
六
十
二
種
、
六
十
三
種
、
六
十
八
種
で
、
主

と
し
て
植
物
類
と
魚
類
で
占
め
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
集
成
』
．
は
原
本
で
同
一
面
に
絵
図
と
註
書
が
載
る
も
の
を
分
け
た
り
、
一
面
に
複
数
の
絵
図
註
書
が
存
す
る
場
合
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立

さ
せ
て
い
る
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
巻
三
を
中
心
に
一
面
に
二
種
の
併
載
が
七
例
、
三
種
併
載
が
二
例
あ
り
、
実
際
の
絵
図
の
総
数
は
二

百
八
十
二
図
に
な
る
。
以
下
で
は
必
要
の
な
い
隈
り
『
集
成
』
に
な
ら
っ
て
何
種
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
注
2
）

　
前
述
の
よ
う
に
、
本
書
中
に
現
存
の
産
物
絵
図
註
書
帳
と
比
較
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
筑
前
福
岡
領
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
3
）

備
前
備
中
岡
山
領
、
肥
後
豊
後
熊
本
領
、
伊
豆
国
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
福
岡
領
と
岡
山
領
か
ら
写
し
た
も
の
は
註
書
に
片
仮
名
を
用
い
る
点
で
共
通
し
、
平
仮
名
を
使
用
す
る
他
と
は
明
瞭
に
区
別
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
4
）

福
岡
領
か
ら
は
草
類
十
五
種
、
岡
山
領
か
ら
は
木
類
（
果
類
一
種
を
ふ
く
む
）
十
六
種
で
あ
る
。

　
熊
本
領
の
絵
図
註
書
帳
は
今
日
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
水
青
文
庫
に
「
産
物
註
書
」
二
本
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
が
肥
後
、
豊
後
両
国
の
註
書
の
控
え
と
認
め
ら
れ
る
。
一
本
（
登
録
番
号
1
4
・
2
0
画
5
）
は
添
削
の
跡
を
残
す
案
文
、
い
ま
一
本
（
登
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
6
｝

番
号
1
4
．
2
0
・
6
）
は
そ
の
清
書
本
で
、
後
者
が
『
集
成
』
第
八
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
肥
後
国
分
が
草
類
二
十
種
、



豊
後
国
分
も
草
類
四
種
が
引
か
れ
て
い
る
。

　
伊
豆
国
は
草
類
四
種
、
木
類
一
種
、
魚
類
五
種
で
、
計
十
種
が
「
伊
豆
国
産
物
絵
図
帳
」
と
重
な
る
。

　
右
の
通
り
、
筑
前
福
岡
領
か
ら
十
五
種
、
備
前
備
中
岡
山
領
か
ら
十
六
種
、
肥
後
豊
後
熊
本
領
か
ら
二
十
四
種
、
伊
豆
国
か
ら
十
種
で

合
計
六
十
五
種
が
完
全
に
一
致
す
る
。
熊
本
領
を
別
と
し
て
、
絵
図
は
も
ち
ろ
ん
註
書
の
内
容
、
表
記
、
筆
遣
い
一
書
風
）
ま
で
も
が
原

本
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、
残
る
二
百
二
十
八
種
の
絵
図
註
書
も
ま
た
い
ず
れ
か
の
絵
図
註
書
帳
の
内
容
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
　
　
二
　
「
富
山
前
題
本
草
」
絵
團
註
書
の
分
類

　
典
拠
不
明
の
二
百
二
十
八
種
の
絵
図
註
書
を
通
覧
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
註
書
の
記
載
形
式
や
用
語
、
表
現
な
ど
が
い
く
っ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　
大
き
く
絵
図
註
書
に
お
け
る
産
物
名
の
記
載
形
式
で
分
か
れ
、
両
見
出
し
形
式
の
甲
類
と
、
片
見
出
し
形
式
の
乙
類
と
が
あ
る
。
甲
類

は
絵
図
と
註
書
と
に
そ
れ
ぞ
れ
産
物
名
を
掲
げ
、
乙
類
は
絵
図
の
み
に
産
物
名
を
記
し
て
註
書
に
は
な
い
。
既
知
の
絵
図
註
書
帳
を
調
べ

る
と
、
次
の
よ
う
に
き
れ
い
に
二
分
さ
れ
る
。

　
　
甲
類
　
　
武
蔵
川
越
領
、
武
蔵
多
摩
領
、
近
江
彦
根
領
、
出
雲
松
江
領
、
広
島
領
一
安
芸
、
備
後
）
、
萩
領
（
長
門
、
周
防
）

　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
領
（
薩
摩
、
大
隅
、
日
向
諸
県
）

　
　
乙
類
　
　
南
部
盛
岡
領
、
佐
渡
国
、
伊
豆
国
、
遠
江
懸
河
領
、
名
古
屋
領
（
尾
張
、
美
濃
、
信
濃
）
、
伊
賀
国

　
　
　
　
　
　
近
江
国
不
明
領
、
和
泉
岸
和
田
領
、
和
泉
関
宿
領
、
和
歌
山
領
（
紀
伊
、
伊
勢
）
、
岡
山
領
（
備
前
、
備
中
）

　
　
　
　
　
　
備
中
松
山
領
、
隠
岐
松
江
領
、
筑
前
福
岡
領
、
肥
後
米
良
山
領

　
元
来
、
絵
図
註
書
帳
は
一
紙
の
右
に
絵
図
、
左
に
註
書
を
認
め
、
二
つ
折
り
に
し
て
冊
子
に
仕
立
て
る
。
つ
ま
り
絵
図
と
註
書
と
が
表

裏
に
分
か
れ
の
で
あ
る
α
註
書
の
方
に
も
産
物
名
を
記
す
こ
と
で
、
見
開
き
の
左
面
に
あ
る
絵
図
と
は
別
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た

の
が
甲
類
の
形
式
で
あ
る
。
乙
類
に
属
す
る
も
の
で
も
、
例
え
ば
伊
勢
和
歌
山
領
が
絵
図
に
見
出
し
「
百
も
く
草
」
を
立
て
な
が
ら
、
註

類
纂
本
絵
図
註
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定

二
三



二
四

書
を
「
右
百
も
く
草
、
白
子
領
須
川
組
之
内
、
薮
に
出
生
仕
侯
」
と
冒
頭
に
産
物
名
を
記
す
の
は
、
・
」
う
し
た
絵
図
註
書
帳
特
有
の
事
情

に
よ
る
誤
認
を
避
け
る
た
め
の
工
夫
と
思
わ
れ
る
。

　
右
に
分
類
し
た
絵
図
註
書
帳
に
は
転
写
本
も
あ
る
か
ら
、
乙
類
の
中
に
は
転
写
の
さ
い
に
表
裏
の
絵
図
と
註
書
と
を
一
面
に
集
め
、
重

出
す
る
産
物
名
の
一
方
を
省
い
た
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
原
本
が
事
実
こ
の
通
り
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
見
出
し
の
記
載
形
式
に
甲
乙
両
類
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
、
よ
っ
て
こ
れ
を
大
分
類
と
す
る
。

　
　
　
二
－
一
　
甲
類
の
纐
分
類

　
両
見
出
し
形
式
の
甲
類
を
註
書
の
記
載
形
式
、
用
語
、
表
現
な
ど
の
諸
特
徴
に
よ
っ
て
細
分
し
、
グ
ル
ー
プ
化
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
7
）

に
は
形
式
上
の
明
瞭
な
特
徴
が
な
い
か
ら
、
他
は
註
書
の
用
語
、
表
現
な
ど
を
基
準
と
す
る
分
類
と
な
る
。

A
群
以
外

丙
甲
類
A
群
畠
　
甲
類
の
中
に
絵
図
見
出
し
の
右
肩
に
「
草
類
之
内
」
「
魚
類
之
内
」
な
ど
と
「
類
之
内
」
が
肩
書
き
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
甲
類
A
群
と
す
る
。
全
部
で
二
十
種
あ
り
、
内
訳
は
海
草
類
、
草
類
、
木
類
、
虫
類
、
獣
類
が
各
一
種
、
魚
類
が
十

二
種
、
魚
類
の
下
位
分
類
「
い
る
か
の
内
」
が
三
種
で
あ
る
。

　
こ
の
A
群
の
註
書
の
冒
頭
に
は
必
ず
「
是
は
」
が
冠
さ
れ
る
。

　
　
や
う
け
な
し
　
　
是
は
二
月
頃
よ
り
葉
芽
立
、
四
月
こ
ろ
は
な
咲
申
侯
。
花
は
う
っ
ぎ
の
こ
と
く
、
実
は
栗
の
様
に
て
御
座
侯
。
花

　
　
　
　
　
　
　
葉
共
に
か
て
な
ど
に
い
た
し
、
食
し
申
侯
。
（
搬
）

　
こ
の
よ
う
に
、
所
属
類
の
肩
書
き
を
も
っ
A
群
は
、
同
時
に
「
是
は
」
で
始
ま
る
註
書
を
有
し
、
互
い
に
出
入
り
が
な
い
。

閃
甲
類
B
群
畠
　
A
群
と
同
様
に
、
註
書
を
「
此
」
で
始
め
る
も
の
が
九
種
あ
る
。
こ
れ
を
甲
類
B
群
と
す
る
。
例
え
ば
、
魚
類
〈
サ
ヨ

リ
〉
の
註
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
さ
い
れ
　
　
此
魚
、
大
サ
七
八
寸
、
春
の
頃
多
ク
、
常
も
少
づ
・
は
有
之
侯
。
（
蝸
）



　
九
種
中
八
種
が
魚
類
、
一
種
が
海
草
類
で
あ
る
か
ら
、
海
産
物
に
特
徴
の
あ
っ
た
絵
図
註
書
帳
か
ら
の
写
し
で
あ
ケ
う
か
。
既
知
の
も

の
で
は
、
安
芸
備
後
国
広
島
領
の
も
の
（
芸
藩
土
産
図
）
に
註
書
を
「
此
」
で
始
め
る
例
が
多
い
。

　
　
つ
く
せ
う
し
　
　
此
虫
、
山
中
又
は
郷
中
森
木
、
七
月
頃
よ
り
九
月
頃
迄
居
申
。
形
チ
せ
み
二
似
寄
申
侯
。

　
　
し
く
ち
　
　
此
魚
、
長
壱
尺
弐
三
寸
よ
り
弐
尺
位
迄
之
魚
ニ
テ
、
惣
躰
ほ
ら
の
こ
一
と
く
二
御
座
侯
。

　
用
語
、
表
記
を
仔
細
に
見
る
と
、
「
此
魚
」
七
種
に
対
し
て
「
此
う
を
」
が
一
種
、
「
い
ろ
形
図
の
こ
と
く
」
「
色
形
図
の
こ
と
し
」
「
色

形
如
図
」
に
対
し
て
「
い
ろ
形
図
の
通
り
」
一
種
が
あ
っ
た
り
す
る
。
「
侯
」
を
用
い
な
い
註
書
が
二
種
（
内
一
種
は
「
図
の
通
り
」
と

同
じ
）
あ
る
な
ど
、
厳
密
に
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

閃
甲
類
C
群
畠
　
魚
類
に
限
ら
れ
る
が
、
註
書
を
「
海
魚
に
て
」
「
海
魚
ニ
テ
」
で
始
め
る
十
一
種
で
あ
る
。

　
　
黒
ほ
ご
　
　
海
魚
に
て
、
冬
春
は
希
二
有
之
、
大
サ
三
四
寸
、
い
ろ
形
図
の
こ
と
し
。
（
蜥
）

　
右
の
よ
う
に
、
「
い
ろ
形
（
か
た
ち
）
図
の
こ
と
し
」
「
い
ろ
形
如
図
」
を
必
ず
ふ
く
む
と
い
う
特
徴
を
共
有
す
る
。
原
則
と
し
て
「
侯
」

を
用
い
な
い
が
、
「
相
見
へ
不
申
侯
」
の
時
は
例
外
一
二
種
）
と
な
る
。

　
こ
の
C
群
は
、
A
，
B
群
と
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
が
、
後
の
E
群
以
下
と
共
存
し
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
書
風
か
ら
い
え
ば
、
G
群
、

H
群
に
類
似
す
る
点
が
多
い
。

岡
甲
類
D
群
畠
　
註
書
末
尾
を
必
ず
「
形
絵
図
の
こ
と
し
」
で
結
ぶ
十
五
種
を
D
群
と
す
る
。
記
載
内
容
に
よ
っ
て
さ
ら
に
分
け
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
一
類
は
「
四
月
、
五
月
、
不
断
」
と
時
期
を
明
確
に
記
し
、
「
は
へ
（
生
へ
）
、
芽
を
出
し
」
な
ど
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。
例
え
ば
、

草
類
〈
ツ
ユ
ク
サ
〉
を
写
し
た
註
書
に
は
、

　
　
か
ま
つ
か
　
　
四
月
頃
に
芽
を
出
し
、
六
七
月
頃
に
花
咲
、
色
空
い
ろ
、
形
絵
図
の
こ
と
し
（
2
7
）

と
あ
る
。
も
う
一
類
は
、
原
則
と
し
て
産
物
の
大
き
さ
か
ら
註
書
を
始
め
る
。
例
え
ば
、

　
　
類
纂
本
絵
図
詮
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



二
六

　
　
ま
㌧
か
り
　
　
長
三
四
寸
位
、
横
七
八
分
位
、
八
月
九
月
頃
二
取
申
侯
、
形
絵
図
の
こ
と
し
証
）

の
ご
と
く
で
あ
る
。
前
者
は
草
類
、
後
者
は
木
類
、
魚
類
が
該
当
す
る
か
ら
、
註
書
作
成
者
の
違
い
に
原
因
す
る
の
か
も
知
れ
ず
、
直
ち

に
別
の
産
物
帳
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
何
よ
り
も
D
群
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
「
絵
図
の
こ
と
し
」
の
「
絵
図
」
と
い
う
用
語
で
あ
る
。
一
般
に
、
註
書
で
絵
図
参
照
を

指
示
す
る
と
き
、
そ
れ
を
「
図
」
と
呼
ぶ
か
「
絵
図
」
と
呼
ぶ
か
明
確
に
使
い
分
け
ら
れ
、
混
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
「
図
」
使
用
　
　
　
南
部
盛
岡
領
、
武
蔵
川
越
領
、
武
蔵
多
摩
領
、
佐
渡
国
、
伊
豆
国
、
名
古
屋
領
（
尾
張
、
美
濃
、
信
濃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
泉
関
宿
領
　
備
中
松
山
領
、
広
島
領
（
安
芸
、
備
後
）
、
出
雲
松
江
領
、
萩
領
（
周
防
、
長
門
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
領
（
肥
後
、
豊
後
）
、
肥
後
米
良
山
領

　
　
「
絵
図
」
使
用
　
　
遠
江
懸
河
領
、
近
江
彦
根
領
、
近
江
不
明
領
、
伊
賀
国
、
和
歌
山
領
一
紀
伊
）

　
こ
の
種
の
表
現
を
も
た
な
い
註
書
も
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
を
二
分
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
使
い
分
け
の
存
在
は
明
ら
か
で
あ
る
。

D
群
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
所
以
で
あ
る
。

閃
甲
類
E
群
】
　
以
上
の
A
－
D
群
ほ
ど
明
ら
か
な
特
徴
と
は
い
え
な
い
が
、
註
書
中
の
「
か
た
ち
図
の
こ
と
し
」
を
典
型
と
す
る
用
語
、

表
記
を
ふ
く
む
十
一
種
を
E
群
と
す
る
。

　
　
こ
の
み
の
木
　
　
深
山
に
有
之
。
春
葉
生
し
、
秋
実
な
り
申
侯
。
か
た
ち
大
サ
図
の
こ
と
し
。
ぶ
な
の
木
と
も
申
侯
。
藪
）

　
　
な
め
ら
ふ
く
　
　
か
た
ち
色
相
図
の
ご
と
し
。
大
サ
八
九
寸
。
（
螂
）

　
後
者
の
よ
う
に
「
侯
」
を
用
い
な
い
も
の
や
、
「
か
た
ち
」
を
ふ
く
ま
な
い
註
書
も
あ
る
が
、
書
風
の
類
似
な
ど
に
よ
っ
て
仮
に
所
属

さ
せ
る
。
内
訳
は
菌
類
四
種
、
草
類
、
木
類
各
一
種
、
魚
類
五
種
で
あ
る
。

岡
甲
類
F
群
邊
　
E
群
と
同
じ
く
「
形
チ
図
の
こ
と
く
」
を
典
型
と
す
る
や
や
長
文
で
独
特
の
書
風
の
も
の
七
種
を
F
群
と
す
る
。
内
訳

は
草
類
四
種
、
魚
類
三
種
で
あ
る
。



　
　
い
だ
　
　
形
チ
図
の
こ
と
く
、
細
長
ク
、
鱒
残
魚
の
こ
と
し
。
大
小
有
り
。
大
は
一
尺
五
六
寸
程
有
り
。
細
鱗
、
背
通
り
青
黒
ク
、
腹
白
。

　
　
　
　
　
　
四
季
共
二
居
申
侯
。
（
概
）

　
「
図
の
こ
と
く
」
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
用
語
、
書
風
が
こ
れ
と
同
じ
魚
類
三
種
を
こ
れ
に
加
え
る
。

　
　
つ
ば
く
ら
魚
　
形
チ
ほ
ら
に
似
り
。
背
通
り
の
色
青
、
腹
白
シ
。
ひ
れ
長
く
、
大
サ
壱
尺
二
三
寸
迄
御
座
侯
。
数
捕
レ
不
申
侯
。
（
醐
）

　
　
き
じ
や
め
　
　
形
チ
細
長
ク
、
大
サ
壱
尺
位
迄
有
之
。
背
通
り
蝋
色
に
、
少
黒
ミ
か
・
り
、
腹
蝋
色
、
ひ
れ
蝋
色
に
て
、
赤
き
星
有
り
。

　
　
　
　
　
　
尾
同
前
。
口
細
。
（
概
）

　
　
な
わ
く
り
　
　
惣
躰
さ
め
は
だ
に
て
、
鼠
色
に
く
ろ
み
か
・
り
、
大
は
三
尺
程
迄
有
之
。
口
は
し
さ
き
6
二
寸
余
も
有
之
侯
。
冬
春

　
　
　
　
　
　
の
間
捕
レ
申
侯
。
（
棚
）

　
二
例
の
「
形
チ
」
が
共
通
す
る
ほ
か
、
「
数
捕
レ
不
申
侯
」
「
冬
春
の
問
捕
レ
申
侯
」
は
F
群
「
か
・
み
魚
」
と
「
ひ
ら
」
に
同
じ
表
現
が

あ
り
、
他
群
に
例
を
見
な
い
。

　
さ
ら
に
、
書
風
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
表
現
が
共
通
す
る
草
類
二
種
を
加
え
る
。

　
　
ほ
ぜ
の
ね
　
　
二
月
頃
よ
り
生
、
根
葉
と
も
に
水
仙
に
似
て
、
葉
長
サ
五
六
寸
程
、
色
青
黒
ク
、
花
は
付
不
申
侯
。
（
3
3
）

　
　
田
烏
子
　
　
三
四
月
頃
よ
り
葉
生
し
、
七
月
頃
根
の
古
玉
落
、
新
敷
玉
付
申
候
。
水
溜
り
に
作
り
申
侯
。
お
も
た
か
に
似
、
葉
広
く
、

　
　
　
　
　
　
花
咲
不
申
、
秋
末
枯
申
侯
。
長
一
尺
四
五
寸
。
（
5
7
）

　
F
群
の
「
か
っ
ね
」
「
む
ま
こ
や
し
」
に
「
二
月
頃
よ
り
生
」
と
あ
る
。
「
二
月
頃
」
「
三
四
月
頃
」
の
代
わ
り
に
「
春
」
で
よ
さ
そ
う

だ
が
、
例
え
ば
熊
本
領
の
註
書
が
「
二
月
之
頃
」
「
三
四
月
之
頃
」
「
春
之
頃
」
と
す
る
の
に
似
て
い
る
。
従
っ
て
、
F
群
は
計
十
二
種
に

な
る
。閃

甲
類
G
欝
】
　
E
群
、
F
群
と
同
じ
く
「
図
の
こ
と
く
一
し
）
」
「
如
図
」
を
ふ
く
む
が
、
註
書
の
冒
頭
を
「
春
、
夏
、
六
月
」
と
い
う

季
節
記
事
で
始
め
（
例
外
が
一
種
）
、
生
育
場
所
、
大
き
さ
、
夏
の
開
花
状
況
、
秋
の
生
態
の
順
に
記
事
を
続
け
る
の
が
典
型
で
、
長
さ

は
二
⊥
二
行
（
一
種
が
一
行
一
の
も
の
二
十
種
を
G
群
と
す
る
。
書
風
は
概
し
て
流
麗
で
整
っ
て
い
る
。
内
訳
は
草
類
十
九
種
と
木
類
一

　
　
類
纂
本
絵
図
註
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



二
八

種
で
あ
る
。

　
　
ひ
う
じ
　
　
春
野
二
生
し
、
夏
図
の
こ
と
く
生
立
。
大
サ
壱
尺
余
、
花
実
無
之
、
秋
枯
申
侯
。
（
8
7
）

　
　
谷
女
郎
　
　
春
葉
を
出
し
、
大
サ
ニ
三
尺
。
夏
図
の
こ
と
く
花
咲
、
秋
落
葉
仕
侯
。
（
皿
）

　
　
さ
ん
ほ
う
で
　
　
大
サ
壱
尺
斗
、
色
形
図
の
こ
と
し
。
（
醐
）

　
最
後
の
絵
図
は
〈
サ
ボ
テ
ン
〉
ら
し
く
、
季
節
記
事
が
な
い
の
も
当
然
か
。
こ
の
群
の
も
の
に
は
「
侯
」
が
用
い
ら
る
が
、
註
書
の
末

尾
に
一
例
あ
る
の
が
普
通
で
、
A
群
や
E
群
、
F
群
の
よ
う
に
数
箇
所
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

閃
甲
類
H
群
邊
　
G
群
と
極
め
て
類
似
し
た
書
風
、
記
事
内
容
で
、
「
図
の
こ
と
く
』
を
ふ
く
ま
な
い
点
だ
け
が
異
な
る
六
種
を
H
群
と

す
る
。

　
　
か
ち
も
ん
じ
　
　
春
野
二
生
し
、
大
サ
壱
弐
尺
。
夏
の
末
黄
色
の
細
キ
花
咲
、
秋
実
な
り
、
実
二
は
り
有
之
。
冬
二
至
り
枯
申
侯
。
（
1
7
）

　
内
訳
は
草
類
六
種
、
木
類
一
種
で
あ
る
。
右
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
G
群
に
ま
と
め
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
し

ば
ら
く
別
群
と
し
て
お
く
。

門
甲
類
－
群
島
　
甲
類
の
最
後
に
残
っ
た
七
種
を
1
群
と
す
る
。
内
訳
は
草
類
、
蔓
類
各
一
種
、
木
類
五
種
で
あ
る
。
偶
然
の
結
果
だ
が
、

互
い
に
書
風
が
類
似
す
る
よ
う
に
見
え
、
用
語
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
ふ
の
り
葛
　
　
四
季
共
二
葉
有
之
、
花
実
無
之
。
ね
ば
か
っ
ら
共
申
侯
。
一
2
3
一

　
註
書
の
最
後
に
異
名
を
記
す
例
は
別
に
も
あ
る
。

　
　
と
り
木
　
　
山
に
有
之
。
小
木
に
て
御
座
侯
。
六
七
寸
廻
り
、
春
葉
生
し
、
花
実
無
之
。
黒
も
じ
と
も
申
侯
。
（
鵬
）

　
右
二
例
の
「
有
之
、
無
之
」
は
他
三
種
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
　
み
や
ま
っ
　
　
山
に
有
之
。
葡
萄
の
こ
と
く
蔓
に
て
、
木
に
は
い
付
申
侯
。
三
月
頃
葉
生
し
、
夏
実
な
り
、
秋
の
末
熟
し
、
黒
く
成

　
　
　
　
　
　
申
侯
。
大
サ
大
豆
程
。
（
獅
）



　
「
申
侯
」
あ
る
い
は
「
御
座
侯
」
を
用
い
る
一
方
で
、

　
　
道
い
ん
ど
　
　
道
通
り
、
芝
の
中
に
春
生
し
、
花
実
な
し
。
長
一
尺
四
五
寸
。
（
狐
）

な
ど
が
あ
る
の
は
、
推
散
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
か
。
「
図
の
こ
と
く
」
は
ふ
く
ま
な
い
が
、

い
る
。

全
体
の
印
象
か
ら
は
E
群
に
類
似
し
て

以
上
、
両
見
出
し
形
式
の
甲
類
を
各
種
の
特
徴
に
よ
っ
て
A
－
1
の
九
群
に
分
類
し
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
種
々
の
点
か
ら
見
て
C
群
、

G
群
と
H
群
は
同
一
の
産
物
帳
に
も
と
づ
く
か
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
慎
重
を
期
し
て
お
き
た
い
。

　
　
二
－
二
　
乙
類
の
細
分
類

片
見
出
し
形
式
の
乙
類
の
註
書
は
甲
類
に
較
べ
れ
ば
分
類
の
た
め
の
手
が
か
り
が
多
い
。

丙
乙
類
a
群
】
　
独
特
の
書
風
で
、
概
し
て
長
文
の
も
の
が
三
十
一
種
あ
る
。
こ
れ
を
乙
類
a
群
と
す
る
。

　
　
馬
こ
や
し
　
　
野
圃
家
園
に
も
生
す
、
三
月
頃
生
立
、
始
は
た
ん
ほ
・
の
葉
に
似
て
葉
薄
く
、
色
淡
青
に
し
て
や
は
ら
か
な
り
、
挟

　
　
　
　
　
　
刻
多
く
、
葉
中
の
筋
淡
紫
色
な
り
、
生
立
あ
ざ
み
の
如
に
し
て
、
根
付
の
茎
も
淡
紫
色
な
り
、
高
さ
二
尺
斗
、
花
形
野
菊

　
　
　
　
　
　
の
い
ま
だ
開
さ
る
如
に
し
て
、
色
黄
な
り
、
後
、
白
毛
と
成
て
風
に
飛
。
（
㎜
）

右
の
よ
う
に
、
「
侯
」
「
申
侯
」
を
用
い
ず
、
「
野
圃
、
家
園
」
な
ど
独
特
の
用
語
を
使
用
す
る
。
魚
類
〈
シ
イ
ラ
〉
の
註
書
に
は
、

　
　
く
ま
び
き
　
　
海
魚
に
し
て
、
夏
秋
取
れ
り
、
大
成
は
二
尺
四
五
寸
ま
て
、
少
細
鱗
有
り
、
頭
上
高
く
、
尾
の
方
細
く
、
背
淡
青
色
、

　
　
　
　
　
　
其
内
に
深
青
の
星
有
り
、
腹
の
方
淡
黄
色
な
り
、
尾
鰭
、
二
躰
の
形
状
図
の
こ
と
し
。
（
独
）

と
「
一
躰
の
形
状
図
の
こ
と
し
」
な
る
特
有
の
表
現
が
み
え
る
。
な
お
、
魚
類
の
註
書
が
「
海
魚
な
り
」
「
海
魚
に
し
て
」
「
磯
魚
に
て
」

で
始
ま
る
点
は
甲
類
C
群
と
類
似
す
る
。

類
纂
本
絵
図
註
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定

二
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

門
乙
類
b
群
凶
　
こ
れ
に
属
す
る
の
は
、
魚
類
の
わ
ず
か
二
種
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
二
種
の
註
書
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。

　
　
石
が
ん
ど
う
　
　
形
こ
ち
二
似
て
、
黒
茶
色
、
大
小
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
和
ら
か
に
、
爪
二
毛
あ
り
、
泥
色
、
黒
き
星
有
。
（
㎜
）

　
　
わ
た
こ
　
　
形
あ
ゆ
二
似
て
、
細
く
、
色
少
し
黒
し
。

　
　
　
　
　
　
　
形
こ
ち
二
似
て
、
黒
茶
色
、
大
小
あ
り
。
（
㎜
）

　
い
ず
れ
も
二
番
目
の
註
書
は
掲
げ
ら
れ
た
絵
図
と
は
無
関
係
と
認
め
ら
れ
る
。
「
石
が
ん
ど
う
」
の
註
書
と
同
文
が
後
者
に
見
え
る
の
は
、

ど
う
い
う
意
味
な
の
か
不
明
で
あ
る
。

閃
乙
類
C
群
出
　
絵
図
の
見
出
し
が
原
則
と
し
て
中
央
に
位
置
し
、
註
書
の
一
行
が
極
め
て
短
く
、
簡
略
で
（
典
型
は
「
春
生
」
「
九
月

末
生
」
）
、
書
風
も
や
や
雑
な
四
十
種
を
C
群
と
す
る
。
原
本
で
一
面
に
複
数
の
産
物
を
記
載
す
る
の
は
こ
の
群
に
隈
ら
れ
る
。
絵
図
と
し

て
は
二
十
九
図
で
あ
る
。

　
内
訳
は
穀
類
（
す
べ
て
大
豆
類
）
九
種
、
菜
類
二
種
、
瓜
類
一
種
、
草
類
十
六
種
、
木
類
五
種
、
菌
類
五
種
、
お
よ
び
川
魚
と
思
わ
れ

る
魚
類
が
二
種
で
あ
る
。
本
書
中
の
穀
類
一
大
豆
各
種
）
、
菜
類
、
瓜
類
は
こ
の
群
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
註
書
の
内
容
は
概
し
て
簡
略

だ
が
、

　
　
ぬ
け
大
こ
ん
　
　
春
土
用
中
種
ま
き
、
九
十
月
頃
摘
申
侯
。
（
1
4
）

　
　
ぶ
ど
う
大
豆
　
　
五
月
廿
日
頃
種
ま
き
、
七
月
中
花
咲
、
八
月
中
実
な
る
、
味
常
之
大
豆
同
断
。
（
4
8
）

右
の
よ
う
に
穀
類
、
莱
類
で
は
播
種
や
収
穫
時
期
を
細
か
く
記
し
、
食
味
に
言
及
す
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。

胃
乙
類
d
群
幽
　
乙
類
の
残
り
四
十
三
種
を
d
群
と
す
る
。
積
極
的
に
同
群
を
主
張
す
る
ほ
ど
の
特
徴
は
な
い
が
、
註
書
の
書
風
（
線
の

細
い
端
正
な
筆
跡
）
、
用
語
な
ど
が
類
似
す
る
。
内
訳
は
草
類
十
五
種
、
一
海
）
藻
類
四
種
、
蔓
類
二
種
、
木
類
二
十
一
種
、
魚
類
一
種
で



あ
る
。
消
極
的
な
が
ら
一
群
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
以
上
、
「
富
山
前
田
本
草
」
に
お
け
る
典
拠
不
明
の
絵
図
註
書
の
細
分
類
を
試
み
た
結
果
が
表
1
で
あ
る
。

番
号
を
つ
け
、
表
中
に
示
し
た
種
別
は
筆
者
の
認
定
に
よ
る
。

な
お
、
絵
図
ご
と
に
通
し

　
　
　
三
　
『
陸
奥
国
産
色
絵
図
』
絵
図
註
書
の
分
類

　
『
陸
奥
国
産
絵
図
』
一
二
巻
二
冊
、
東
洋
文
庫
蔵
）
に
っ
い
て
は
成
立
事
情
が
ま
っ
た
く
不
明
で
、
陸
奥
国
の
名
が
付
け
ら
れ
た
由
来

な
ど
も
分
か
ら
な
い
。
原
本
は
未
見
だ
か
ら
す
べ
て
『
集
成
』
に
よ
る
。

　
所
収
の
百
二
十
四
種
の
絵
図
註
書
の
う
ち
、
二
十
種
が
「
伊
賀
国
産
物
図
」
か
ら
、
二
十
五
種
が
「
隠
岐
国
産
物
絵
図
註
書
」
か
ら
転

写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
残
る
七
十
九
種
の
絵
図
註
書
を
「
富
山
前
田
本
草
」
と
同
様
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
。

　
本
書
に
は
本
稿
で
い
う
甲
類
形
式
の
絵
図
註
書
は
ふ
く
ま
れ
ず
、
乙
類
形
式
の
も
の
と
、
一
面
の
上
下
に
註
書
、
絵
図
を
配
す
る
も
の

と
に
大
別
さ
れ
、
後
者
が
さ
ら
に
細
か
く
分
か
れ
る
。

閃
A
群
畠
　
乙
類
形
式
の
も
の
を
A
群
と
す
る
。
二
十
種
の
内
訳
は
草
類
二
種
、
虫
類
十
六
種
、
魚
類
、
貝
類
各
一
種
で
あ
る
。
魚
貝
類

を
除
き
、
す
べ
て
上
巻
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

　
　
ひ
い
る
　
　
夏
泥
川
に
生
す
。
水
上
t
浮
ひ
、
人
の
手
足
へ
付
、
血
を
吸
ふ
。
形
図
の
こ
と
し
。
ひ
い
る
は
片
言
に
し
て
、
実
は
蛭

　
　
　
　
　
　
と
唱
。
一
撒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
説
本
草
綱
目
云
所
水
蛭
。

　
右
の
よ
う
に
「
侯
」
な
ど
を
一
切
用
い
な
い
。
「
一
説
」
と
し
て
漢
名
を
掲
げ
る
の
は
、
例
え
ば
鹿
児
島
領
の
も
の
に
似
て
い
る
。

　
　
あ
ら
ほ
　
　
茎
葉
粟
の
こ
と
し
。
高
サ
；
二
尺
、
四
月
比
苗
を
生
し
、
秋
の
比
穂
を
出
し
、
粟
に
似
た
り
。
白
畠
地
に
多
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
本
草
綱
目
所
載
之
狗
尾
草
歎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
隅
国
）

類
纂
本
絵
図
註
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定

三
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三
二

『
B
群
邊
　
一
面
の
上
部
に
註
書
、
下
部
に
絵
図
を
載
せ
る
も
の
で
、
註
書
冒
頭
に
見
出
し
の
産
物
名
を
再
掲
し
、
次
に
季
節
記
事
を
有

す
る
も
の
を
B
群
と
す
る
。
既
掲
の
伊
勢
和
歌
山
領
の
も
の
に
似
て
い
る
が
、
註
書
本
文
に
取
り
込
ま
れ
る
形
式
で
は
な
く
、
独
立
し
て

い
る
。
も
と
も
と
甲
類
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
の
名
残
り
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
べ
い
量
　
一
い
こ
む
し
。
夏
中
有
之
。
大
サ
如
絵
図
。
形
き
り
く
す
に
似
申
侯
。
音
無
御
座
侯
。
一
棚
一

　
　
海
た
な
こ
　
　
海
た
な
こ
。
春
よ
り
夏
中
有
之
。
大
サ
五
寸
位
。
石
も
ち
二
似
て
、
色
絵
図
之
通
り
御
座
侯
。
（
棚
）

　
右
の
よ
う
に
、
「
絵
図
」
の
語
を
用
い
、
「
御
座
侯
」
を
使
用
す
る
註
書
も
多
い
。
す
べ
て
下
巻
に
存
し
、
内
訳
は
虫
類
六
種
、
鳥
類
七

種
、
魚
類
十
七
種
、
貝
類
三
種
で
あ
る
。

丙
C
群
】
　
絵
図
註
書
の
形
式
は
B
群
と
同
じ
で
、
註
書
の
最
初
に
見
出
し
の
産
物
名
を
再
掲
す
る
点
も
同
じ
だ
が
、
季
節
記
事
は
註
書

の
最
後
に
位
置
し
、
「
形
如
斯
」
と
い
っ
た
用
語
を
用
い
る
も
の
十
種
を
C
群
と
す
る
。

　
　
ど
ろ
む
し
　
　
ど
ろ
む
し
。
形
如
斯
。
栗
む
し
に
似
申
侯
。
稲
の
葉
に
付
有
之
。
大
さ
絵
図
之
通
り
。
夏
。
一
脇
）

　
　
い
そ
り
貝
　
　
い
そ
り
貝
。
形
如
斯
。
貝
の
色
、
大
さ
絵
図
之
通
り
。
磯
岩
に
付
あ
り
。
四
季
と
も
有
り
。
（
脳
）

　
「
絵
図
」
を
用
い
る
点
も
C
群
と
同
じ
だ
が
、
「
御
座
侯
」
は
例
を
見
な
い
。
な
お
、
右
の
諸
特
徴
を
有
す
る
次
の
註
書
も
C
群
に
加

え
て
よ
い
か
と
思
う
。

　
　
か
う
ず
む
し
　
　
形
如
是
。
柚
虫
二
似
申
侯
。
足
六
本
付
、
尾
先
二
角
壱
本
有
。
色
絵
図
之
通
り
。
楮
の
木
二
付
、
秋
中
あ
り
。
（
棚
）

　
　
ひ
ら
か
む
し
　
　
形
如
斯
。
ほ
う
っ
き
虫
二
似
て
、
大
ぶ
り
。
色
は
か
き
色
。
頭
少
ク
ひ
け
有
。
足
六
本
付
。
絵
図
之
通
り
。
川
二
栖

　
　
　
　
　
　
申
侯
。
夏
。
（
棚
）

　
「
形
如
是
」
は
や
や
問
題
だ
が
、
見
出
し
産
物
名
が
な
い
の
は
、
不
注
意
に
よ
る
誤
写
と
考
え
る
。
四
種
あ
り
、
す
べ
て
虫
類
で
あ
る
。

従
っ
て
、
C
群
は
計
十
四
種
と
な
る
。



丙
D
群
】
　
註
書
は
季
節
記
事
か
ら
始
ま
り
、
「
絵
図
」
「
御
座
侯
」
な
ど
を
用
い
る
も
の
八
種
を
D
群
と
す
る
。

　
　
シ
ロ
カ
キ

　
　
水
電
虫
　
　
　
夏
中
有
之
。
大
サ
色
形
如
絵
図
。
苗
代
、
水
上
杯
二
栖
申
侯
。
唱
こ
ゑ
無
之
侯
。
一
棚
）

　
　
が
わ
む
し
　
　
夏
中
有
之
。
色
形
絵
図
之
通
り
。
川
に
栖
み
申
侯
。
音
無
之
侯
。
繭
）

右
を
1
B
群
の
註
書
例
と
比
較
す
る
と
、
見
出
し
産
物
名
の
再
掲
が
な
い
点
を
除
け
ば
、
記
事
構
成
や
用
語
が
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

C
群
に
お
け
る
誤
写
例
と
同
様
に
考
え
た
い
所
だ
が
、
し
ば
ら
く
別
に
分
類
し
て
お
く
。
内
訳
は
虫
類
七
種
、
獣
類
一
種
で
あ
る
。

閃
E
群
蟹
　
以
上
の
A
－
D
群
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
魚
類
の
絵
図
註
書
が
一
種
あ
る
。

　
お
き
の
手
　
　
小
川
に
生
す
。
大
サ
壱
寸
四
五
分
ぽ
か
り
。
色
薄
白
く
、
黒
き
か
た
あ
り
。
味
ひ
ど
ぢ
や
う
に
似
た
り
。

　
　
　
　
　
の
羽
ど
ぢ
や
う
と
も
い
ふ
。
（
閉
）

一
説
、
鷹

閃
F
群
邊
　
絵
図
だ
け
の
も
の
が
あ
る
。
当
面
の
検
討
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
が
、
便
宜
上
F
群
と
し
て
お
く
。
貝
類
の
三
種
で
あ
る
。

　
以
上
の
基
準
で
分
類
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
表
1
と
較
べ
て
内
容
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

何
ら
か
の
目
的
を
も
っ
て
編
集
さ

　
　
四
　
輿
拠
と
な
っ
た
絵
図
註
醤
帳

　
こ
れ
ま
で
の
絵
図
註
書
の
分
類
は
、
近
世
中
期
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
の
産
物
帳
研
究
の
た
め
に
は
予
備
的
な
作
業
で
あ
る
。
重
要
な

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
註
書
群
が
何
国
何
領
の
産
物
帳
に
該
当
す
る
か
を
そ
の
動
植
物
名
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
結

論
か
ら
い
え
ば
、
こ
こ
で
採
っ
た
方
法
で
は
そ
れ
が
決
定
で
き
る
も
の
は
一
っ
も
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
群
に
つ
い
て
は
か
な
り
狭
い
範

囲
で
地
域
的
な
特
性
を
指
摘
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

　
な
お
、
現
代
方
言
資
料
か
ら
二
百
五
十
年
も
以
前
の
地
域
性
を
見
る
こ
と
に
疑
問
が
生
じ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
経
験
的
に
い
っ
て
、

類
纂
本
絵
図
註
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定
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三
四

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
動
植
物
名
方
言
に
関
す
る
変
化
は
意
外
に
少
な
く
、
概
ね
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、
昭
和

三
十
年
代
以
降
か
ら
今
日
ま
で
の
変
化
の
方
が
大
き
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
使
用
し
た
文
献
は
全
国
分
布
を
み
る
こ
と
を
主
と
し
た
た
め
に
、
小
学
館
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
『
日
方
』
）
、
渋
沢
敬
三
『
日
本
魚
名

集
覧
』
一
『
集
覧
』
）
、
田
中
茂
穂
『
実
用
魚
介
方
言
図
説
』
、
杉
本
つ
と
む
『
小
野
蘭
山
　
本
草
綱
目
啓
蒙
』
（
『
啓
蒙
』
）
、
京
大
国
語
学
国

文
学
研
究
室
『
諸
国
方
言
物
類
称
呼
』
な
ど
で
あ
る
。
参
看
す
べ
き
文
献
は
移
し
い
が
、
今
は
こ
れ
だ
け
に
限
っ
て
お
く
一
括
弧
内
は
以

下
で
使
用
す
る
略
称
）
。

　
　
四
－
一
　
「
富
山
前
囲
本
草
」
典
鍵
の
地
域
牲

　
　
R
甲
類
A
群
畠
　
こ
の
群
の
地
域
性
を
最
も
よ
く
示
す
の
が
M
鵬
「
か
・
み
ち
よ
」
〈
カ
ナ
ヘ
ビ
〉
で
あ
る
。

　
　
か
・
み
ち
よ
　
　
是
は
色
土
色
に
し
て
、
う
す
赤
ク
、
腹
は
白
く
青
し
、
夏
頃
山
道
な
と
に
出
申
侯
、
大
サ
と
か
げ
の
こ
と
く
に
て
、

　
　
　
　
　
　
色
か
わ
り
た
る
ま
て
に
御
座
侯
、
大
毒
虫
の
よ
し
申
伝
侯
。
（
跳
）

　
『
日
杢
言
語
地
図
』
第
泌
図
に
よ
る
と
、
〈
カ
ナ
ヘ
ビ
〉
を
カ
ガ
ミ
チ
ョ
、
カ
ガ
ミ
ッ
チ
ョ
と
い
う
の
は
、
東
日
本
に
限
ら
れ
、
長
野

県
東
部
に
8
地
点
、
神
奈
川
県
の
山
梨
県
境
に
1
地
点
、
伊
豆
に
2
地
点
、
千
葉
県
最
西
部
と
栃
木
県
に
各
ユ
地
点
分
布
す
る
。
〈
ト
カ
ゲ
〉

の
呼
称
と
し
て
な
ら
使
用
地
点
が
多
い
も
の
の
、
分
布
す
る
の
は
関
東
西
南
部
か
ら
山
梨
県
、
長
野
県
東
部
、
伊
豆
半
島
一
帯
で
同
様
で

　
一
注
8
一

あ
る
。
A
群
に
は
海
草
類
「
な
の
り
」
や
魚
類
の
サ
メ
、
イ
ル
カ
類
が
ふ
く
ま
れ
る
か
ら
山
梨
や
長
野
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
草
類

の
M
峨
「
が
っ
ぽ
う
じ
」
は
伊
豆
国
の
絵
図
註
書
帳
に
恐
ら
く
同
種
の
「
が
っ
ほ
う
し
」
が
見
出
せ
る
。

　
　
が
っ
ほ
う
じ
　
　
是
は
二
月
こ
ろ
よ
り
め
ざ
し
、
葉
色
青
く
、
大
根
な
ど
の
葉
に
似
申
侯
、
花
は
黄
色
二
て
、
た
ん
ほ
㌧
な
と
の
は

　
　
　
　
　
　
な
の
こ
と
く
に
御
座
侯
、
春
や
は
ら
か
な
る
と
き
は
、
か
て
な
と
に
も
い
た
し
給
申
侯
。
（
㎜
）

　
　
が
っ
ほ
う
し
　
　
葉
の
形
図
の
如
く
、
冬
の
内
よ
り
芽
を
出
し
、
来
春
黄
色
に
花
咲
、
菜
の
花
の
こ
と
し
。
種
付
不
申
侯
。

　
魚
名
で
は
M
㎜
「
と
う
や
く
」
〈
シ
イ
ラ
〉
が
注
意
さ
れ
る
。
『
集
覧
』
に
よ
れ
ば
一
紀
州
各
地
や
大
阪
府
堺
を
別
に
す
れ
ば
神
奈
川
県

三
崎
で
ト
オ
ヤ
ク
（
ト
ウ
ヤ
ク
）
と
い
う
ら
し
い
。
M
胴
「
あ
か
ぎ
」
は
同
所
で
〈
キ
ン
メ
ダ
イ
〉
の
こ
と
で
、
絵
図
は
い
さ
さ
か
異
様



だ
が
「
風
味
宜
も
の
に
て
、
別
て
十
月
合
冬
中
は
味
宜
御
座
侯
」
と
あ
る
。
も
っ
と
も
、
相
模
、
伊
豆
周
辺
だ
と
す
る
と
M
卿
「
あ
し
か
」

が
載
っ
て
い
る
の
は
驚
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
海
側
で
は
長
門
萩
領
で
も
記
録
し
て
い
る
。

円
甲
類
B
群
邊
　
M
9
9
「
ゑ
び
の
す
」
は
川
藻
の
一
種
〈
キ
ン
ギ
ョ
モ
〉
ら
し
い
が
、
小
野
蘭
山
は
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
で
紀
州
方
言
と

し
て
い
る
（
巻
十
五
1
5
オ
）
。
こ
れ
は
紀
伊
和
歌
山
領
の
絵
図
註
書
帳
の
記
事
「
ゑ
び
の
す
　
　
夏
之
内
、
水
中
二
生
ス
。
葉
茎
共
葎
二
似
テ
、

色
薄
青
夕
、
花
実
な
し
」
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
、
彼
の
自
筆
稿
本
『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』
に
「
紀
図
上
」
と
注
記
が
あ
る
。
魚
類
〈
サ

ヨ
リ
〉
は
大
小
に
よ
っ
て
呼
び
分
け
、
大
を
M
㎜
「
さ
い
れ
」
、
小
を
M
脇
「
よ
ど
ろ
」
と
い
っ
た
。
『
集
覧
』
に
よ
れ
ば
茨
城
県
の
土
浦
、

霞
ヶ
浦
、
水
戸
に
サ
イ
レ
ン
ボ
オ
が
あ
り
、
こ
の
三
地
点
と
広
島
県
で
ヨ
ド
ロ
と
も
い
う
ら
し
い
。
同
じ
く
M
畑
「
か
た
さ
し
」
は
〈
カ

ス
ザ
メ
〉
に
当
た
る
よ
う
だ
が
、
『
集
覧
』
は
広
島
県
賀
茂
郡
の
呼
称
と
し
て
い
る
。
M
㎜
「
ば
い
ほ
ご
」
〈
カ
サ
ゴ
〉
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
広
島
県
で
は
ホ
ゴ
と
い
う
ら
し
い
。
和
名
で
も
あ
る
M
㎜
「
ひ
ら
ま
さ
」
や
M
㎜
「
く
ろ
は
ぎ
」
〈
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
？
〉
な
ど
も
併

せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

丙
甲
類
C
群
】
　
魚
類
ば
か
り
十
一
種
だ
が
、
M
湖
「
も
ふ
し
」
〈
カ
ン
ダ
イ
〉
は
関
西
お
よ
び
広
島
県
で
そ
の
名
が
あ
る
。
M
湖
「
あ

ま
ぎ
」
は
高
知
県
で
〈
ク
ロ
サ
ギ
〉
や
〈
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
サ
ギ
〉
を
い
う
。
M
㎜
「
す
き
ざ
き
」
が
〈
サ
カ
タ
ザ
メ
〉
に
当
た
る
と
す
れ
ば

高
知
県
で
ス
キ
サ
キ
、
関
西
一
帯
で
ス
キ
ノ
サ
キ
と
も
い
う
。

丙
甲
類
D
群
】
　
M
1
2
「
か
ま
つ
か
」
は
F
群
の
M
㎜
と
同
じ
く
〈
ツ
ユ
ク
サ
〉
で
、
中
国
四
国
地
方
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
M
m

「
ぐ
い
び
」
〈
ハ
ル
グ
ミ
〉
、
㎞
㎜
「
か
う
か
い
」
〈
ネ
ム
ノ
キ
〉
も
同
様
で
あ
る
。
魚
類
の
㎞
獅
「
ま
・
か
り
」
〈
サ
ッ
パ
〉
は
岡
山
県
が

有
名
だ
が
、
瀬
戸
内
一
帯
や
山
陰
で
も
用
い
る
。

閃
甲
類
E
群
縢
　
M
瓜
「
か
つ
ぼ
茸
」
に
、

類
纂
本
絵
図
註
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定

三
五



三
六

　
　
か
つ
ぼ
茸
　
　
池
潟
、
か
っ
ぼ
有
之
所
に
、
八
九
月
頃
生
し
申
侯
、
図
の
こ
と
し
、
外
の
菌
よ
り
茎
細
長
く
、
四
五
寸
も
御
座
侯
、

　
　
　
　
　
　
か
つ
ぼ
と
は
、
ま
こ
も
の
儀
に
て
御
座
侯
。
（
鰯
）

と
あ
る
。
〈
マ
コ
モ
〉
を
意
味
す
る
「
か
っ
ぼ
」
は
、
『
啓
蒙
』
に
越
後
の
カ
ツ
ボ
が
採
録
さ
れ
（
巻
十
五
9
ウ
）
、
『
日
方
』
は
山
形
県
に

ガ
チ
ボ
、
新
潟
県
に
ガ
ツ
ボ
、
ガ
ツ
ポ
が
あ
る
こ
と
を
載
せ
て
い
る
。
M
蝸
「
山
か
ぶ
」
〈
ウ
バ
ユ
リ
〉
は
『
日
方
』
に
よ
れ
ば
越
後
、

加
賀
、
山
形
、
伊
勢
の
呼
称
で
あ
る
。
魚
類
の
M
湖
「
車
鯛
」
〈
マ
ト
ウ
ダ
イ
〉
は
、
『
集
覧
』
そ
の
他
に
よ
る
と
新
潟
か
ら
北
陸
へ
か
け

て
用
い
ら
れ
る
。
㎞
蝸
「
ほ
う
長
」
は
「
大
川
に
有
之
」
と
あ
る
か
ら
川
魚
ら
し
く
、
出
羽
米
沢
領
の
産
物
帳
に
あ
る
「
頬
長
」
と
同
じ

か
も
知
れ
な
い
。

丙
甲
類
F
群
畠
　
前
に
触
れ
た
よ
う
に
M
蛆
「
か
ま
つ
か
」
〈
ツ
ユ
ク
サ
〉
は
中
国
四
国
地
方
に
広
く
用
い
ら
れ
る
。
M
6
4
「
か
つ
ね
」

は
絵
図
に
「
葛
か
っ
ら
」
と
あ
る
通
り
〈
ク
ズ
〉
を
い
う
が
、
筑
前
福
岡
領
の
産
物
帳
に
も
「
く
ず
　
僅
語
に
葉
の
ひ
ら
き
た
る
を
、
し

づ
な
と
い
ふ
。
根
を
、
か
づ
ね
と
い
ふ
」
と
見
え
、
『
啓
蒙
』
も
筑
前
方
言
と
し
て
い
る
（
巻
十
四
上
2
3
ウ
）
。
魚
類
の
う
ち
M
㎜
「
っ
ば

く
ら
魚
」
〈
ト
ビ
ウ
オ
〉
は
『
集
覧
』
に
よ
れ
ば
長
門
の
呼
称
で
、
ツ
バ
ク
ロ
ま
た
は
ツ
バ
ク
ロ
ウ
オ
が
長
門
、
豊
後
、
播
磨
灘
に
あ
る
。

M
独
「
き
じ
や
め
」
〈
キ
ュ
ウ
セ
ン
〉
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
ギ
ザ
ミ
の
詑
形
と
す
れ
ば
関
西
か
ら
中
国
地
方
一
帯
の
も
の
で
あ
る
。
M
鵬

「
ひ
ら
」
が
註
書
に
「
鱗
お
ち
や
す
き
魚
に
て
、
手
な
と
あ
た
り
侯
へ
は
、
鱗
お
ち
申
侯
」
と
い
う
こ
と
か
ら
イ
ワ
シ
科
〈
ヒ
ラ
〉
に
該

当
し
そ
う
だ
が
、
こ
れ
も
紀
州
以
西
の
瀬
戸
内
一
帯
の
呼
称
の
よ
う
で
あ
る
。
M
胴
「
い
だ
」
〈
ウ
グ
イ
〉
も
ま
た
中
国
四
国
地
方
に
広

く
行
わ
れ
て
い
る
。

丙
甲
類
G
群
】
　
草
類
の
M
4
1
「
ひ
う
じ
」
が
〈
カ
ラ
ム
シ
〉
だ
と
す
れ
ば
『
啓
蒙
』
が
播
州
方
言
と
し
（
巻
十
一
3
4
ウ
）
、
『
日
方
』
は

紀
伊
、
徳
島
、
岡
山
、
香
川
、
愛
媛
を
載
せ
る
。
M
4
7
「
ゑ
の
こ
ぼ
う
」
〈
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
〉
は
同
じ
く
エ
ノ
コ
ボ
が
岡
山
、
讃
岐
、
香
川
、

イ
ヌ
コ
ボ
が
香
川
に
あ
る
。

　
『
啓
蒙
』
に
は
M
5
5
「
ゑ
ぶ
こ
」
〈
イ
ヌ
ェ
ビ
〉
が
予
州
方
言
「
ヱ
ブ
コ
カ
ヅ
ラ
」
（
巻
二
十
九
5
オ
）
、
M
8
0
「
さ
ん
ほ
う
で
」
〈
サ
ボ



テ
ン
の
一
種
〉
が
予
州
方
言
「
サ
ン
ボ
テ
」
（
巻
十
六
1
5
オ
）
、
M
脳
「
の
ひ
す
ま
」
〈
シ
ュ
ン
ギ
ク
〉
も
ま
た
予
州
方
言
「
ノ
ビ
ス
マ
」
（
巻

二
十
二
1
6
オ
）
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
常
に
『
啓
蒙
』
と
一
致
す
る
も
の
で
も
な
く
、
M
皿
「
河
原
か
し
わ
」
〈
キ
サ
サ
ゲ
〉

に
つ
い
て
『
啓
蒙
』
は
勢
州
方
言
と
し
、
〈
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
〉
で
は
予
州
「
カ
ハ
ラ
ガ
シ
」
、
土
州
「
カ
ハ
ラ
ガ
シ
ハ
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
コ

閃
甲
類
H
群
畠
　
M
7
「
か
ち
も
ん
じ
」
は
周
防
萩
領
の
産
物
帳
に
い
う
「
河
原
柴
胡
」

「
く
い
」
〈
ノ
イ
バ
ラ
〉
も
西
日
本
各
地
で
用
い
ら
れ
る
。

の
異
名
「
カ
シ
モ
ン
ジ
」
に
似
て
い
る
。

M
蝸

R
甲
類
－
群
畠
　
M
1
O
「
ふ
の
り
か
づ
ら
」
は
『
啓
蒙
』
が
〈
南
五
味
子
〉
に
日
州
、
土
州
方
言
と
し
て
掲
げ
る
「
フ
ノ
リ
カ
ヅ
ラ
」
（
巻

十
四
上
3
ウ
）
と
同
じ
か
。
M
蜥
「
と
り
木
」
は
「
黒
も
じ
と
も
申
侯
」
と
あ
る
よ
う
に
〈
ク
ロ
モ
ジ
〉
だ
が
、
『
啓
蒙
』
は
越
後
方
言

と
し
（
巻
三
十
2
2
オ
）
、
『
日
方
』
は
新
潟
県
以
北
の
東
北
各
県
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

閂
乙
類
a
群
』
　
魚
名
に
明
ら
か
な
地
域
性
が
認
め
ら
れ
る
。
M
蝸
「
は
っ
」
〈
マ
グ
ロ
〉
、
M
㎜
「
そ
ぢ
」
〈
カ
ン
パ
チ
〉
、
M
醐
「
く
ま

び
き
」
〈
シ
イ
ラ
〉
、
M
㎜
「
き
っ
魚
」
〈
メ
ジ
ナ
〉
、
M
湖
「
ば
け
ら
」
〈
イ
ボ
ダ
イ
〉
、
M
湖
「
く
ゑ
」
の
す
べ
て
を
満
た
す
の
は
土
佐
を

お
い
て
な
い
。
慎
重
を
期
せ
ば
、
伊
予
宇
和
島
領
あ
た
り
も
可
能
性
が
あ
ろ
う
か
。

　
草
類
の
㎞
雌
「
は
た
か
り
」
〈
メ
ヒ
シ
バ
〉
も
『
日
方
』
に
よ
る
と
山
口
県
大
島
、
愛
媛
と
並
ん
で
高
知
県
幡
多
郡
が
見
え
る
。
木
類

の
M
醐
「
さ
せ
ぶ
」
は
恐
ら
く
〈
ア
キ
グ
ミ
〉
の
こ
と
で
、
『
啓
蒙
』
に
讃
州
高
松
「
コ
メ
シ
ヤ
シ
ヤ
ブ
」
、
同
丸
亀
「
シ
ヤ
シ
ヤ
ブ
」
、

阿
州
「
シ
ヤ
シ
ヤ
ビ
」
と
あ
る
。
M
㎜
「
ど
う
ね
り
」
〈
タ
ブ
ノ
キ
〉
、
M
㎜
「
う
っ
な
の
木
」
〈
ク
ヌ
ギ
〉
な
ど
も
四
国
地
方
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。

閃
乙
類
b
群
】
　
魚
類
二
種
で
は
何
と
も
い
え
な
い
が
、
M
㎜
「
わ
た
こ
」
が
『
集
覧
』
で
い
う
〈
ワ
タ
カ
〉

息
地
が
琵
琶
湖
お
よ
び
淀
川
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
絵
図
註
書
帳
の
も
ま
た
そ
の
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る
。

の
方
言
だ
と
す
れ
ば
、
生

類
纂
本
絵
図
註
書
帳
の
分
類
と
典
拠
の
推
定

三
七



三
八

丙
乙
類
c
群
幽
　
出
羽
米
沢
領
、
庄
内
領
の
産
物
帳
に
記
載
さ
れ
た
産
物
名
と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
順
に
示
ヤ
ば
、
M
5
「
雪
の
下

大
豆
」
は
米
沢
の
黒
大
豆
類
「
雪
ノ
下
」
、
M
6
「
ぬ
け
大
こ
ん
」
は
庄
内
の
羅
萄
「
ぬ
け
大
こ
ん
」
、
M
1
3
「
赤
さ
い
大
豆
」
は
庄
内
の

大
豆
「
赤
さ
い
」
、
M
2
3
「
ぶ
ど
う
大
豆
」
は
米
沢
の
大
豆
類
「
葡
萄
」
、
M
6
1
「
ま
り
こ
」
は
米
沢
の
草
類
「
車
前
草
　
又
マ
ル
コ
共
」
、

M
6
8
「
ち
も
と
」
は
庄
内
の
草
類
「
山
蒜
　
ね
ひ
る
　
根
を
ち
も
と
・
申
侯
」
、
M
g
O
「
し
ど
け
」
は
庄
内
の
草
類
「
し
と
け
」
、
同
じ
く

M
g
O
「
青
は
と
大
豆
」
は
米
沢
の
青
大
豆
類
「
青
鳩
」
、
M
㎜
「
柳
も
た
し
、
か
の
か
わ
、
ま
す
た
け
」
は
庄
内
の
菌
類
「
柳
も
た
し
、

ま
す
た
け
、
か
の
か
わ
」
、
M
㎜
「
む
き
た
け
、
わ
か
い
た
け
」
は
庄
内
の
菌
類
「
わ
か
い
、
む
き
た
け
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
草
類
の
胴
1
7
「
へ
び
す
」
に
は
『
啓
蒙
』
の
「
半
夏
」
の
奥
州
方
言
「
ヘ
ヒ
ス
」
、
仙
台
方
言
「
ヘ
ブ
ス
」
（
巻
十
三
2
9
ウ
一

が
挙
げ
ら
れ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
挙
例
を
省
く
が
、
他
も
東
北
地
方
の
も
の
と
し
て
矛
盾
し
な
い
。

丙
乙
類
d
群
邊
　
M
㎜
「
あ
さ
と
り
」
〈
ア
キ
グ
ミ
〉
は
、
『
啓
蒙
』
が
備
前
「
ア
サ
ド
リ
」
一
巻
三
十
二
1
2
オ
）
を
載
せ
る
よ
う
に
、
中

国
地
方
東
部
に
分
布
す
る
。
魚
類
の
M
螂
「
ゑ
い
ら
み
」
は
註
書
に
「
か
す
べ
ゑ
い
共
申
、
赤
ゑ
い
共
申
侯
」
と
あ
る
か
ら
〈
ガ
ン
ギ
ェ

イ
〉
ら
し
く
、
カ
ス
ベ
は
新
潟
以
南
の
日
本
海
側
で
の
呼
称
で
あ
る
。

　
「
富
山
前
田
本
草
」
の
典
拠
と
な
っ
た
各
群
の
う
ち
、
地
域
性
が
ほ
ぼ
明
ら
か
な
の
は
、
閃
甲
類
A
群
】
が
相
模
周
辺
、
閃
甲
類
E
群
〕

が
越
後
周
辺
、
声
甲
類
G
群
畠
が
四
国
一
伊
予
か
）
、
閃
乙
類
a
群
蟹
が
恐
ら
く
四
国
土
佐
、
R
乙
類
c
群
畠
が
出
羽
南
部
と
い
っ
た
所
の
絵

図
註
書
帳
か
ら
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
は
漢
然
と
し
て
い
る
か
ら
今
後
と
も
調
査
の
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
四
－
二
　
「
陸
奥
国
産
亀
絵
團
」
典
拠
の
瑠
域
牲

7
壁
Ψ
「
と
う
く
か
ら
一
一
イ
タ
ド
リ
一
は
比
較
的
分
布
地
域
が
限
ら
れ
、
一
全
国
方
言
辞
典
一
は
長
野
に
ト
ー
ト
ン
ガ
ラ
、

新
潟
に
ト
ト
ン
ガ
ラ
を
挙
げ
て
い
る
。
東
北
地
方
σ
ド
ン
ガ
ラ
系
の
語
も
こ
れ
に
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
東
日
本
一
帯
に
広
が



る
。
M
2
「
き
も
と
」
は
註
書
に
「
葉
ほ
そ
く
（
中
略
）
ひ
っ
と
い
ふ
物
に
似
た
り
」
と
い
う
か
ら
〈
ア
サ
ツ
キ
〉
ま
た
は
〈
ワ
ケ
ギ
〉

ら
し
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
日
方
』
で
は
岩
手
、
山
形
県
の
呼
称
と
い
う
。
M
1
8
「
い
な
ご
」
は
〈
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
〉
ら
し
い
。

M
2
1
「
し
を
か
ら
む
し
」
〈
ア
メ
ン
ボ
〉
は
各
地
に
分
布
す
る
か
ら
何
と
も
い
え
な
い
。

閃
B
群
】
　
、
M
3
9
「
べ
い
こ
虫
」
の
図
は
〈
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
〉
と
思
わ
れ
、
M
4
7
「
は
っ
た
ぎ
」
に
は
〈
イ
ナ
ゴ
〉
が
描
か
れ
「
舟

漕
虫
と
も
云
」
の
注
記
が
あ
る
。
ハ
ッ
タ
ギ
は
『
物
類
称
呼
』
以
来
、
奥
州
仙
台
の
方
言
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
≡

　
魚
類
で
は
M
9
4
「
れ
ん
て
ん
」
、
M
9
5
「
か
す
べ
」
に
よ
く
似
た
エ
イ
類
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
集
覧
』
に
よ
れ
ば
、
〈
ガ
ン
ギ
ェ
イ
〉

を
茨
城
で
レ
ン
テ
、
常
陸
で
レ
ン
テ
イ
エ
イ
、
宮
城
で
レ
ン
テ
エ
イ
と
い
う
。
「
か
す
べ
」
は
「
富
山
前
田
本
草
」
の
M
螂
「
ゑ
い
ら
み
」

に
「
か
す
べ
ゑ
い
共
申
」
と
注
記
が
あ
っ
た
が
、
日
本
海
側
で
の
呼
称
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
テ
ン
グ
カ
ス
ベ
〉
を
東
北
地
方
で
カ
ス
ベ
と

い
う
こ
と
を
『
集
覧
』
は
記
し
て
い
る
。
〈
サ
メ
〉
の
一
種
を
描
い
た
M
9
6
「
さ
が
」
は
一
名
「
ふ
る
」
と
も
あ
り
、
水
戸
で
サ
ガ
、
羽

州
山
形
で
サ
ガ
ボ
ウ
と
い
う
。
魚
類
の
M
9
7
「
か
ま
ひ
し
」
〈
カ
マ
ツ
カ
〉
は
仙
台
で
カ
マ
ビ
シ
と
い
い
、
M
m
「
あ
を
」
は
註
書
に
「
ち

い
さ
き
を
、
い
な
だ
と
言
」
と
あ
る
か
ら
〈
ブ
リ
〉
　
1
の
こ
と
で
、
東
北
地
方
の
呼
称
で
あ
る
。
そ
の
他
、
M
蝸
「
あ
ふ
が
ひ
」
〈
ウ
グ
イ
〉

は
弘
前
と
仙
台
、
M
㎜
「
か
さ
き
」
〈
シ
ロ
ウ
オ
〉
は
相
馬
地
方
、
M
m
「
が
さ
」
〈
メ
バ
ル
〉
は
弘
前
に
見
え
て
い
る
。

閃
C
群
】
　
M
5
2
「
ひ
ら
か
む
し
」
は
水
棲
昆
虫
の
よ
う
だ
が
、
『
日
方
』
は
〈
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
〉
を
意
味
す
る
ヒ
ラ
カ
ム
シ
を
青
森
、
南
部
、

秋
田
、
山
形
、
福
島
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ロ
カ
キ

閃
D
群
】
　
M
4
5
「
水
電
虫
」
〈
ミ
ズ
ス
マ
シ
〉
は
『
物
類
称
呼
』
に
四
国
と
す
る
が
、
『
啓
蒙
』
は
南
部
と
仙
台
を
加
え
、
『
日
方
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
キ
フ
リ

は
上
総
、
福
島
、
長
野
、
島
根
の
記
載
が
あ
る
。
M
5
1
「
雪
降
虫
」
〈
ワ
タ
ム
シ
〉
は
『
日
方
』
で
は
岐
阜
県
飛
騨
が
あ
り
、
ユ
キ
ム
シ

で
な
ら
青
森
、
宮
城
で
も
い
う
。
M
5
5
「
っ
る
め
き
」
は
「
川
あ
け
す
共
云
」
の
注
記
が
あ
り
、
尻
に
二
筋
の
尾
が
描
か
れ
て
〈
カ
ゲ
ロ

ウ
〉
類
と
思
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
異
名
の
方
が
注
意
さ
れ
る
。
ト
ン
ボ
類
を
ア
ケ
ズ
と
い
う
の
は
東
北
地
方
が
有
名
だ
か
ら
で
あ
る
。
M
5
0
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四
〇

「
さ
と
う
む
し
」
〈
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
〉

な
ど
の
使
用
地
が
分
か
れ
ば
、
さ
ら
に
事
情
は
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

百
欝
】
　
M
8
0

「
お
き
の
手
」

は

〈
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
〉
ら
し
い
が

不
明
で
あ
る
。

　
以
上
、
「
陸
奥
国
産
色
絵
図
」
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
隠
岐
や
伊
賀
の
絵
図
註
書
を
ふ
く
む
も
の
の
、

地
方
各
地
の
も
の
を
写
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
る
。

書
名
が
暗
示
す
る
よ
う
に
東
北

　
　
　
置
　
ま
と
め

　
以
上
の
作
業
と
調
査
に
よ
り
、
「
富
山
前
田
本
草
」
と
「
陸
奥
国
産
色
絵
図
」
に
収
め
ら
れ
た
絵
図
註
書
が
、
各
地
に
残
っ
て
い
た
享

保
元
文
年
問
の
産
物
絵
図
註
書
帳
か
ら
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
未
知
の
国
領
の
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

　
想
定
さ
れ
る
地
域
を
い
っ
そ
う
狭
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
逆
に
こ
れ
ら
を
二
百
五
十
年
以
前
の
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
絵
図
を
伴
っ
た
方
言
資
料
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
本
稿
に
用
い
た
産
物
帳
デ
ー
タ
は
、
平
成
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
（
C
）
お
よ
び
財
団
法
人
味
の

素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
食
文
化
研
究
助
成
金
に
よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

1注3
上
野
益
三
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
　
第
一
巻
　
新
訂
版
』
四
三
〇
頁
参
照
。

領
主
黒
田
斉
清
も
ま
た
博
物
学
を
好
み
、
前
田
利
保
と
親
交
が
深
か
っ
た
。
同
前
書
、
四
三
二
頁
参
照
。

『
集
成
』
解
説
が
指
摘
す
る
の
は
、
福
岡
領
十
一
種
、
岡
山
領
十
二
種
、
肥
後
熊
本
領
二
十
種
、
豊
後
熊
本
領
四
種
、
伊
豆
国
九
種



　
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
見
落
と
し
や
誤
り
が
あ
る
か
ら
、
本
文
中
の
数
字
で
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
福
岡
領
は
西
日
本
新
聞
社
『
筑
前
国
産
物
絵
図
帳
』
（
昭
和
五
〇
年
）
、
岡
山
は
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
『
備
前
国
備
中
之
国
之
内
領

内
産
物
絵
図
帳
』
（
昭
和
六
三
年
）
と
い
う
彩
色
復
刻
本
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

5
　
『
集
成
』
に
は
M
螂
「
ね
ば
さ
し
」
（
草
類
）
が
漏
れ
、
逆
に
M
9
5
「
あ
い
な
い
」
を
「
あ
い
な
い
草
」
と
し
て
肥
後
国
に
数
え
て

　
い
る
が
、
註
書
が
一
致
し
な
い
。

6
　
二
本
の
「
産
物
註
書
」
は
一
方
が
原
案
、
他
方
が
清
書
本
で
あ
ろ
う
が
、
両
書
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
い
。

　
　
清
書
本
に
は
元
表
紙
裏
に
次
の
貼
紙
が
あ
る
。

　
　
　
此
絵
図
之
拘
者
御
国
御
奉
行
所
江
有
之
侯
。
此
方
二
者
注
書
壱
冊

　
　
　
産
物
帳
壱
冊
迄
有
之
侯
。
下
帳
等
者
江
戸
御
奉
行
所
江
御
留
守
居

　
　
　
沢
村
孫
大
夫
合
被
調
侯
事
。

　
　
　
　
　
右
絵
図
共
二
本
書
三
冊
者
元
文
二
巳
年
八
月
十
五
日
、
丹
羽
正
伯
老
江

　
　
　
　
　
右
孫
大
夫
を
以
被
指
出
侯
事
。

　
　
熊
本
領
関
係
の
文
書
で
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
「
富
山
前
田
本
草
」
巻
四
末
尾
の
「
鹿
草
」
註
書
（
豊
後
熊
本
領
）
に
続
く
識

語
（
掲
掲
）
に
よ
れ
ば
、
右
の
記
事
も
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
草
類
’
「
か
ら
か
ふ
じ
」
に
「
か
ら
こ
う
じ
と
申
ハ
番
槻
の
別

名
之
由
、
追
而
申
来
二
付
而
、
此
絵
図
除
之
侯
也
」
、
貝
類
「
う
ち
ほ
う
」
に
も
同
趣
旨
の
も
の
、
．
草
類
「
こ
ぶ
し
」
に
は
「
こ
ふ
し

清
書
に
ハ
に
ご
り
付
不
申
侯
」
と
付
紙
が
あ
る
か
ら
、
完
成
本
と
は
相
違
す
る
点
が
あ
る
ら
し
い
。

　
　
い
ま
一
本
は
、
註
書
の
作
成
過
程
を
教
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
全
体
は
二
百
九
十
枚
の
か
ら
成
り
、
一
紙
の
表
丁
に
註
書
案
文

を
記
し
、
貼
紙
に
よ
る
削
除
や
訂
正
、
一
部
を
抹
消
し
て
再
訂
、
朱
筆
で
補
訂
、
と
き
に
は
註
書
全
体
を
朱
筆
で
記
し
た
紙
で
差
し
替

え
、
そ
れ
を
朱
筆
で
再
訂
す
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
何
段
階
も
の
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
四
月
五
月
」
を
「
四
五
月
」
、
註
書
末
尾

　
の
「
絵
図
之
通
御
座
侯
」
の
大
部
分
を
削
除
す
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
短
縮
化
の
傾
向
が
著
し
い
が
な
お
精
査
を
要
す
る
。

　
　
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
註
書
原
案
に
六
十
例
以
上
も
あ
る
「
一
名
－
共
申
侯
」
と
い
う
異
名
注
記
が
、
貼
紙
に
よ
り
徹
底
し
て
削

類
纂
本
絵
図
註
書
帳
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類
と
典
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の
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四
二

78
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
理
由
は
不
明
だ
が
、
惜
し
ま
れ
る
。

　
用
語
や
表
記
に
よ
る
分
類
に
は
不
安
を
抱
く
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
公
文
書
た
る
絵
図
註
書
（
少
な
く
と
も
作
成
を
命
じ

ら
れ
た
方
で
は
そ
う
理
解
し
て
い
た
）
の
清
書
は
右
筆
の
職
分
で
あ
り
、
厳
密
な
書
式
と
表
記
方
針
が
貫
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
実
際

に
、
例
え
ば
M
峨
「
ね
ば
さ
し
」
は
「
二
三
月
之
頃
」
と
い
う
用
語
か
ら
肥
後
熊
本
領
の
も
の
と
判
明
し
、
M
㎜
「
ご
ん
ず
い
の
木
」

に
は
伊
豆
国
に
特
有
の
表
記
「
形
ち
」
が
あ
る
こ
と
を
手
掛
か
り
に
し
て
『
集
成
』
の
漏
れ
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
『
物
類
称
呼
』
や
『
倭
訓
栗
後
編
』
は
東
国
方
言
と
し
て
「
か
ま
ぎ
っ
て
う
」
を
挙
げ
、
相
模
方
言
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
か
ま
き
り
」

「
か
ま
ぎ
す
」
を
載
せ
て
い
る
。
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表1　『富山前田本草』註書の類別表
N0． 種 産物名 類別 No． 種 産物名 類別 No． 種 産物名 類別

1 草 のみのこし 伊豆 51 草 川はぎ 甲G 97 草 やりかたげ 乙d

2 〃 さくらがは 筑前 52 〃 阿弥陀草 甲G 98 藻 猫の尾 乙d

3 〃 ごんだいろ 乙d 53 木 谷女郎 甲G 99 〃 ゑぴのす 甲B

4 〃 袖ふり草 肥後 54 草 きじくぴりかつら 肥後 100 〃 は寸 乙a

5 穀 雪の下大豆 乙C 55 蔓 ゑぶこ 甲G ユ01 草 うきなくさ 乙a

6 莱 ぬけ大こん 乙C 56 穀 さるぼう大豆 乙C 102 〃 するり 乙d

7 草 かちもんじ 甲H 57 莱 伊勢菜 乙C 103 藻 なのり 甲A

8 藻 蛇口 乙d 58 草 馬こやし 乙a 104 草 へりりり 乙d

9 蔓 びヅつる 乙d 59 蔓 とびかずら 筑前 105 藻 海松葉 乙d

10 蔓 ふのり葛 甲I 60 草 にがいも 筑前 106 草 高なぎ 乙d

11 早 からかさ草 肥後 61 〃 まりこ 乙C 107 藻 しつくいな 乙d

12 〃 かまつか 甲D 62 〃 青しそ 乙C 108 〃 とりで 乙a

13 穀 赤さい大豆 乙C 63 〃 きんばく 肥後 109 菌 かぢたけ 乙a

14 〃 大青ばと大豆 乙C 64 蔓 かつね 甲F 110 〃 わかい茸 甲E

15 早 ほぜのね 甲F 65 草 くわんぎそう 筑前 111 〃 江口茸 甲E

16 瓜 つた瓜 乙C 66 〃 きじな 乙a 112
〃
〃
〃

柳もたしかのかわますたけ
乙C

17 早 へびす 乙C 67 〃 六角草 甲D

18 蔓 かかみかつら 肥後 68
〃
穀

ちもと青引大豆 乙C

19 草 ぎしばり 甲H 113
〃
〃
十
早

むきたけわかいたけぎらん草

乙C

20 〃 まんちゃ 豊後 69 〃 あに大豆 乙C

21 〃 ちゃぬから草 乙d 70 早 きたすぎ 甲D

22 穀 地もたず小豆 乙C 71 〃 みづほこり 筑則 114 菌 たも木茸 甲E

23 〃 ぶどう大豆 乙C 72 〃 もやし草 肥後 115 〃 かつぼ茸 甲E

24 草 はなしのぶ 筑前 73 〃 つらわれ草 甲G 116 草 むま、やし 甲F

25 〃 はいの丸 甲G 74 〃 うさぎのみみ 乙a 117 〃 ゆきもち草 甲G

26 〃 すいもじ 甲G 75 〃 かにつなぎ 甲H 118 〃 くしら 乙d

119 〃 さつきかやし 乙d
2
7
一
2
8

〃
蔓

田烏子牛かねかつら
甲
F
肥
後

7
6
7
7

〃
草

雪筆むしなり草
豊
後
筑
前 120 〃 こめ草 筑前

29 草 たまご草 肥後 78 〃 そわ草 乙d 121 蔓 みやまつ 甲I

30 〃 牛のひたい 乙d 79 〃 たに草 乙d 122 草 うわぎな 甲F

31 〃 たきな 乙a 80 〃 さんほうで 甲G 123 藻 がらんも 肥後

32 〃 こしき草 甲D 81 蔓 ふうとう・かづら 伊豆 124 草 のびすま 甲G

33 〃 へび草 伊豆 82 草 こもち草 肥後 125 〃 きつら草 肥後

34 〃 はまや“ろう 筑前 83 草 いぐさいしみ草 乙C 126
〃
〃

ち
う
な
み
ず

乙C

35 〃 野もうせん 筑前

36 蔓 あい、 乙a 84 〃 がば 乙C 127 〃 あまこ 乙C

37 〃 ぜにかつら 肥後 85 〃 ゑぼしきく 乙C 128 蔓 ふめとうかつら 肥後

38 草 たつでこ 甲H 86 〃 かうゑ 乙C 129 草 小ほぜの根 乙a

39 草 かれぼ、 筑前 87 〃 ほどめき草 肥後 130 〃 ぼうらん 甲D

40 ．〃 はとくびりかつら 肥後 88 〃 男草 甲G 131 〃 かまつか 甲F

41 〃 ひうじ 甲G 89 〃 ばいけいらん 筑前 132 〃 こまかつら 肥後

42 〃 くろがねかつら 筑前 90 山かぶ 甲Eしどけ青はと大豆 乙C 133 〃

43 〃 むねがえくさ 乙a
〃
穀 134 〃 しいざ 甲D

44 〃 たちはこ 豊後 91 草
〃

乙C 135 蔓 シラクチカヅラ 乙a

45 〃 ちどり草 筑前

ここみみつかど

136 草 がつほうじ 甲A

46 〃 さつきほうし 乙d 92 〃 ゑんみの根 乙a 137 〃 はままつ 乙a

47 〃 ゑのこほう 甲G 93 〃 海すげ 乙d 138 み 山かしう 乙a

48 〃 しりやす 甲G 94 〃 やわら 乙d 139 〃 さるかしら 肥後

49 木 のぶ 甲D 95 〃 あいない 甲H 140 〃 ななふし 肥後

50 早 しのかや 甲G 96 〃 びりしろ 甲G 141 〃 とうと草 甲G



No． 種 産物名 類別 No． 種 産物’名 類別 N⑪． 種 産物名 類別

142 草 だんじり 乙d 191 木 山くだし 乙d 240 魚 きつ魚 乙a

143 〃 はたかり 乙a 192 〃 ごんずいの木 伊豆 241 〃 さんま 伊豆

144 〃 浜菜 伊豆 193 〃 いねび 乙d 242 〃 わた、 乙b

145 〃 せんくつし 肥後 194 〃 うね廻り 乙d 243 〃 ごんずい 伊豆

146 〃 道いんど 甲I 195 〃 すじたわし 備前 244 〃 きじやめ 甲F

147 〃 す・めのひさ 甲G 196 〃 けひの木 乙d 245 〃 るいらみ 乙d

148 〃 かにとり草 筑則 197 〃 かうかい 甲D 246 〃 のど黒 甲E

149 〃 さんひち 甲H 198 甲 ねばさし 肥後 247 〃 きはち 伊豆

150 〃 もみ草 甲G 199 木 させぶ 乙a 248 〃 かかみ魚 甲F

151 〃 ．よめのさら 甲D 200 〃 あさち 乙d 249 魚 べら 甲A

152 〃 鹿早 豊後 201 〃 はいろ 乙d 250 〃 なわくり 甲F

153 木 やうけなし 甲A 202 〃 谷桑 乙d 251 〃 みこふな 甲D

154 〃 浜ほう． 備削 203 〃 どうねり 乙a 252 〃 がも 甲A

155 〃 雀をどろ 乙d 204 〃 うつなの木． 乙d 253 虫 か“みちよ 甲A

156 〃 かつで 乙d 205 〃 しやつちん 備前 254 魚 ひつかり 甲A

157 〃 とり木 甲I 206 〃 のぶの木 備前 255 〃 こめふく 甲E

158 〃 きんさら 乙d 207 〃 谷ぞうち 備前 256 〃 車輌 甲E

159 〃 むわだ 乙C 208 〃 あべの木 乙d 257 獣 あしか 甲A

160 〃 こんごうの木 乙C 209 〃 はぐいの木 甲I 258 魚 めじな 伊豆

161 〃 かすて 乙d 210 〃 あさとり 乙d 259 〃 ひら 甲F

162 蔓 夏かそら 乙d 211 〃 本数 乙d 260 〃 ごいしさめ 甲A

163 木 くい 甲H 212 〃 馬目木 乙a 261 〃 かたさし 甲B

164 〃 まめふし 乙d 213 〃 ばたこ 備前 262 〃 ばけら 乙a

165 〃 さんす 乙a 214 蔓 かづらなの木 乙a 263 〃 から、ぎ 甲C

ユ66 〃 山柳 甲I 215 魚 はつ 乙a 264 〃 ぬりかけ 甲A

167 草 こもち、さ 乙a 216 〃 黒ぼこ 甲C 265 〃 う、ろし 甲C

168 木 ついいい 乙d 217 〃 つばくら魚 甲F 266 〃 太郎作 甲C

169 〃 つちの木 備則 218 〃 かきの衣さめ 甲A 267 〃 海ます 甲B

170 〃 つら白 備削 219 〃 ばいほご 甲B 268 〃 あまぎ 甲C

171 〃 ぐいび 甲D 220 〃 さいれ 甲B 269 〃 く影 乙a

172 〃 ひるかるる 乙d 221 〃 そぢ 乙a 270 〃 口くろ 甲D

173 〃 水たも木 甲I 222 〃 とうやく 甲A 271 〃 さかとうじ 乙a

174 果 温州橘 備則 223 〃 ぎざみ 乙a 272 〃 鯛のした 甲C

175 木 ねづみ木 甲D 224 〃 ひらまさ 甲B 273 〃 あかぎ 甲A

176 〃 かつち 備則 225 〃 かまいいるか 甲A 274 〃 の、ぎり 甲A

177 〃 河原かしわ 甲G 226 〃 がも 伊豆 275 〃 ひげ魚 甲A

178 〃 猿すべり 備則 227 〃 かねたたき 甲A 276 〃 ひらがしらさめ 甲A

179 〃 このみの木 甲E 228 〃 かのこさめ 甲A 277 〃 さ“いくだき 甲A

180 〃 葉の木 乙d 229 〃 なめらふく 甲E 278 〃 いだ 甲F

181 〃 青せき 乙d 230
〃
〃

赤ばら砂ぽみ 乙C 279 〃 あかさこ 甲C

182 〃 いわとり 乙d 280 〃 嵯峨次郎 甲C

183
〃
〃

しほじそねの木 乙C 231 〃 石かぶり 甲B 281 〃 くろはぎ 甲B

232 〃 もふし 甲C 一282 〃 すきざき 甲C

184 〃 」しあぶら 乙C 233 〃 石がんどう 乙b

185 木 さない木 乙d 234 〃 こみつを 甲C

186 〃 たんば 備則 235 〃 よどろ 甲B

ユ87 〃 いねび 備則 236 〃 ほう長 甲E

188 〃 ふじき 備則 237 〃 ま㌔かり 甲D

189 〃 とっめっの木 備則 238 〃 ひちぬ 甲D

190 〃 さるとりくゐ 備則 239 〃 くまびき 乙a

四

四
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表2 『陸奥国産絵図』絵図註書の類別表

No． 種 産物名 類別 No． 種 産物名 類別 NO． 種 産物名 類別

1 草 とうううから A 44 虫 あら虫 C 87 魚 ほつかう 隠岐

2 〃 きもと A 45 〃 水電〈シロカキ〉虫 D 88 〃 くろあい 隠岐

3 木 田植ぐみの花 伊賀 46 〃 かうずむし C 89 〃 ひしや 隠岐

4 〃 田刈ぐみの実 伊賀 47 〃 はつたぎ B 90 〃 あなから 隠岐

5 草 ごよみの花 伊賀 48 〃 芝虫 D 91 〃 つ・り 隠岐

6 〃 ごよみの花 伊賀 49 〃 がわむし D 92 〃 わかみつ 隠岐

7 木 桶すへの花 伊賀 50 〃 さとうむし D 93 〃 しほこ 隠岐

8 〃 桶すへの実 伊賀 51 〃 雪降＜ユキフリ〉虫 D 94 〃 れんてん B
9 〃 夏はせの花 伊賀 52 〃 ひらかむし C 95 〃 かすべ B
10 〃 なつはせの実 伊賀 53 〃 かわはむし C 96 〃 さが B
11 虫 むこ蜂 伊賀 54 〃 目つぶし D 97 〃 かまひし B
12 〃 こわむし 伊賀 55 〃 つるめき D 98 〃 そい B
13 〃 赤むし A 56 〃 虫〈ウリバイ〉 C 99 〃 くろがら B
14 〃 こめ蜂 伊賀 57 〃 からし虫 隠岐 100 〃 沖ひらめ B
15 〃 綜むし 伊賀 58 〃 せんとく虫 隠岐 101 〃 あを B
16 〃 こぬかむし A 59 〃 ひの虫 隠岐 102 〃 より B
17 〃 くちぶと A 60 〃 ほじ 隠岐 103 〃 さるたらふ B
18 〃 いなご A 61 魚 ねんふっこ 隠岐 104 〃 渡父魚〈カチカ〉 B
19 〃 さやむし A 62 鳥 かこもり 隠岐 105 〃 あふがひ B
20 〃 はつこうむし A 63 〃 みと鷺 伊賀 106 〃 ふせり C
21 〃 しをからむし A 64 〃 あつ鳥 伊賀 107 〃 ごまかた C
22 〃 よどむし A 65 〃 たかかしら B 108 〃 かさき B
23 〃 おは虫 伊賀 66 〃 はしなが C 109 〃 ぎんぎう B
24 〃 ささむし A 67 〃 とうねご C 110 〃 はとうを C
25 〃 ぽこ A 68 〃 大むく B 111 〃 がさ B
26 〃 馬ひへる A 69 〃 にちりん B 112 〃 海たなこ B
27 〃 かいるばさみ 伊賀 70 〃 鶴 B 113 〃 川たなご B
28 〃 ごまむし A 71 〃 鵜雁 B 114 貝 がんじやくり F
29 〃 ごとむし A’ 72 〃 黒鳥 B 115 〃 いたぼ F
30 〃 はだかむし A 73 〃 あふぶ C 116 魚 かよなぎ A
31 〃 ひいる A 74 〃 にりやう B 117 貝 いそり貝 C
32 〃 赤子 伊賀 75 獣 紹〈テン〉 D 118 〃 蜘 B
33 〃 じんどう 伊賀 76 魚 すつほう 隠岐 119 〃 ほつき B
34 〃 ふゆう 伊賀 77 〃 べこ 隠岐 120 〃 ほつかい B
35 〃 めくらこじ 伊賀 78 〃 ましら 隠岐 121 〃 あわ貝 A
36 〃 さし虫 A 79 〃 黒ごず 隠岐 122 〃 ちしや貝 B
37 〃 やすじ B 80 〃 おきの手 E 123 〃 ち、みうに 伊賀

38 〃 虫刀堕労

B 81 〃 1骨頭魚／コトチ〉 隠岐 124 〃 わたうに 伊賀

39 〃 べいこ虫 B 82 〃 嵐吻〈シヤチホコ〉 隠岐 125 〃 木うに 伊賀

40 〃 かうらむし B 83 〃 うきす蕉 伊賀 126 〃 うに 伊賀

41 〃 かぶ虫 B 84 〃 月の輸 隠岐 127 菌 みる茸 隠岐

42 〃 どろむし C 85 〃 とひさめ 隠岐 128 藻 めほそ 隠岐

43 〃 田むかて C 86 〃 いかけ 隠岐． 129 〃 かじじじ 隠岐




